
平成 26 年度 学生生活調査

まえがき 

 日本学生支援機構では、学生の標準的な学生生活状況を把握し、学生生活支援

事業の改善を図るための基礎資料を得ることを目的として、平成 16 年度から隔年

で「学生生活調査」を実施しています。本調査は、平成 14 年度までは文部科学省

において実施していましたが、平成 16 年 4 月の日本学生支援機構（JASSO）の設

立に伴い、文部科学省から業務が移管されました。 

このたび、平成 26 年度の調査結果を取りまとめましたので、主に大学昼間部、

短期大学昼間部及び大学院を中心に前回調査（平成 24 年度）との比較を行いなが

ら、その調査の概要を説明します。  

 今回の調査は、前回調査と同様に大学学部、短期大学本科及び大学院の学生（通

信課程、休学者及び外国人留学生を除く）を調査対象とし、各種の条件下におけ

る学生の標準的な学生生活費とこれを支える家庭の経済状況、学生のアルバイト

従事状況など学生生活状況を把握することを主眼として、全国 2,934,376 人（前

回比：27,371 人減）から 99,842 人（前回比：8,493 人増）を抽出し、平成 26 年

11 月現在で実施したものです。  

 調査の方法は、大学・短期大学の別、昼間部・夜間部の別、大学院修士課程・

博士課程・専門職学位課程の別、設置者（国公私立）の別に従ってそれぞれ抽出

率を定め、サンプル数を算出し、在籍学生数に比例して各大学、短期大学にサン

プル数を割り当てて調査を依頼しました。回収率は 46.2％、有効回答数は 45,577

人（前回比：4,653 人増）で、本文に紹介する資料に掲げる数値は、この標本調

査の結果を基礎として、全国の調査対象学生総数についての数値を推定した結果

となっています。  

 学生生活に伴う問題は広範かつ複雑であって、この調査で取り上げたことに尽

きるものではありませんが、この調査結果が学生生活に関心を寄せられる方々の

参考になれば幸いです。 

 終わりに、平成 26 年度調査の実施に際し、多大なご協力をいただいた全国各大

学及び各短期大学の皆様に深く感謝申し上げます。  

独立行政法人 日本学生支援機構 

学生生活部 学生支援企画課 
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大学教育を受けるのに年間どれだけの経費がかかっているかを知るため、学生生

活を送るために不可欠な要素としての学費と生活費を取り上げ、これを学生生活費

としてその実態をみることとする。  

  ここに取り上げた「学費」とは、授業料、その他の学校納付金（入学料や入学時

にのみ支払う施設設備費などの一時的納付金を除く）、図書、学用品等に要する修学

費、課外活動費及び通学費をいう。「生活費」とは、食費、住居・光熱費、保健衛生

費、娯楽・し好費及びその他の日常費をいう。（用語の定義、年間収入の取り方等に

ついては、後掲の《資料２》調査票の様式及び調査項目の説明を参照） 

  また、この調査における大学院の「修士課程」、「博士課程」、「専門職学位課程」

は次の区分によるものである。「修士課程」は、(1)修士課程、(2)博士前期課程、(3)

一貫制博士課程の前期２年（医・歯・薬・獣医を除く）とする。「博士課程」は、(1) 

博士後期課程、(2)一貫制博士課程の後期３年、(3)一貫制博士課程（医・歯・薬・

獣医）とする。「専門職学位課程」は、法科、教職、会計、技術経営大学院などの専

門職学位の取れる大学院課程とする。 

  学生生活費は、大学・短期大学別、昼間部・夜間部別、大学院修士課程・博士課

程・専門職学位課程別、設置者別あるいは居住形態別等学生の置かれている条件の

違いによって大きく影響されるため、以下、いくつかの基本的な条件について集計

分析を行っているが、解説は主に、大学昼間部、短期大学昼間部、及び大学院につ

いて行うことにした。 

   

本調査結果における留意事項 

   １.四捨五入した数を使用している図表では、内訳の数の合計が、合計欄の数と一致しない場合がある。 

    また、集計結果を元に再計算した割合についても合計して 100%にならないことがある。 

   ２.平成 14 年度までは文部科学省が調査を実施した。 

３.大学院専門職学位課程については、平成 18 年度より調査対象とした。 

４.大学院（全課程）については、配偶者を有すると回答した者は、学生生活費が大きく異なるケース 

が想定されるため、従前の例にならい学生生活費等の集計に含まない。 

５.表中の記号は次のように使う。 

 「－」  計数が無い場合 

 「0.0」  計数が単位未満の場合 

 「…」  計数の出現が有り得ない場合または調査対象とならなかった場合 

      ６.質問の一部に無回答がある調査票は、当該の質問を集計する際には無効票としたものがある。 

   ７.集計において調査数が少数となったケースも公表しており、結果の利用には注意を要する。 

   ８.その他、集計表毎に留意事項がある場合は、該当する集計表の欄外に記載した。 

 

 

 

＜ 学生生活費等について ＞ 



－ 2－

１． 学生生活費 

（１） 年間学生生活費 （Ａ表） 

  年間の学生生活費は、次のようになっている。 

 ①大学昼間部等 

   大学昼間部は約 186 万円、短期大学昼間部は約 158 万円となっている。これを

平成 24 年度調査と比較すると、大学昼間部で 1.0％減、短期大学昼間部で 4.3％

減となっている。 

   なお、夜間部の学生生活費は、昼間部に比べ大学で約 44 万円、短期大学で約

38 万円低く、平成 24 年度調査と比較すると、大学で 3.5％増、短期大学で 3.9％

増となっている。 

 ②大学院 

   修士課程は約 175 万円、博士課程は約 216 万円、専門職学位課程は約 229 万円

で、これを平成 24 年度調査と比較すると、修士課程で 0.8％増、博士課程で 2.0％

増、専門職学位課程で 4.3％増となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 学生生活費の推移 （Ｂ表、第１図） 

 ①大学昼間部 

   学生生活費について学費と生活費に分けて前回調査と比較すると、学費は 

1.7％増、生活費は 5.4％減となっている。 

 ②短期大学昼間部 

   学生生活費について学費と生活費に分けて前回調査と比較すると、学費は

1.1％増、生活費は 14.9％減となっている。 

③大学院 

   学生生活費について学費と生活費に分けて前回調査と比較すると、学費は減少

しており、修士課程、博士課程、専門職学位課程でそれぞれ、1.0％減、1.9％減、

0.1％減となっている。一方、生活費は増加しており、修士課程、博士課程、専門

職学位課程でそれぞれ、2.3％増、4.0％増、9.4％増となっている。 

昼間部 夜間部 昼間部 夜間部 修士課程 博士課程 専門職学位課程

916,000 448,500 781,700 476,900 616,500 472,700 907,000

その他の学校納付金 128,600 50,300 183,000 53,200 32,400 15,900 65,500

49,500 42,900 53,400 33,200 54,400 129,900 110,800

課外活動費 34,800 28,300 9,100 7,700 20,500 22,100 11,700

66,400 72,300 76,800 51,500 56,600 66,300 72,400

1,195,300 642,300 1,104,000 622,500 780,400 706,900 1,167,400

169,300 187,000 96,000 114,600 265,400 374,700 299,200

187,400 182,300 95,600 101,700 328,500 431,700 299,700

36,500 38,700 36,000 32,500 40,500 64,700 54,600

娯楽し好費 133,500 158,300 112,300 129,600 144,400 203,600 151,600

140,100 217,300 136,600 201,800 191,000 380,400 316,600

666,800 783,600 476,500 580,200 969,800 1,455,100 1,121,700

(△1.0) (3.5) (△4.3) (3.9) (0.8) (2.0) (4.3) 

1,862,100 1,425,900 1,580,500 1,202,700 1,750,200 2,162,000 2,289,100

1,880,100 1,377,500 1,651,800 1,157,800 1,735,700 2,120,300 2,194,300

1,830,500 1,435,700 1,591,600 1,109,900 1,732,100 2,112,200 2,243,700

1,859,300 1,412,200 1,580,000 1,076,200 1,742,100 2,053,100 2,222,500

1,895,100 1,483,000 1,640,200 1,208,300 1,749,800 2,081,400 2,306,000

（注）　（　　）は，平成24年度調査からの増減率である。
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（単位：円）

平成20年度 平成22年度 平成24年度 平成26年度

(1.8) (△1.5) (0.2) (3.0) 

1,026,700 1,011,600 1,013,700 1,044,600
(△4.1) (1.3) (2.1) (△6.9) 

156,300 158,400 161,800 150,700
(1.0) (△1.1) (0.5) (1.7) 

1,183,000 1,170,000 1,175,500 1,195,300
(△9.7) (△1.3) (△5.2) (△0.8) 

384,500 379,500 359,700 356,700
(△2.0) (△3.7) (22.7) (△10.1) 

291,800 281,000 344,900 310,100
(△6.6) (△2.3) (6.7) (△5.4) 

676,300 660,500 704,600 666,800
(△1.9) (△1.5) (2.7) (△1.0) 

1,859,300 1,830,500 1,880,100 1,862,100
(△0.6) (0.8) (△2.3) (3.0) 

951,100 958,600 936,700 964,700
(△2.5) (2.2) (0.1) (△10.2) 

151,700 155,000 155,200 139,300
(△0.9) (1.0) (△1.9) (1.1) 

1,102,800 1,113,600 1,091,900 1,104,000
(△9.3) (△6.2) (7.4) (△14.9) 

223,300 209,500 225,100 191,600
(△9.7) (5.8) (24.7) (△14.9) 

253,900 268,500 334,800 284,900
(△9.5) (0.2) (17.1) (△14.9) 

477,200 478,000 559,900 476,500
(△3.7) (0.7) (3.8) (△4.3) 

1,580,000 1,591,600 1,651,800 1,580,500
(0.8) (△1.2) (△1.5) (1.9) 

653,900 646,300 636,700 648,900
(△4.7) (0.2) (△2.9) (△13.1) 

155,700 156,000 151,400 131,500
(△0.3) (△0.9) (△1.8) (△1.0) 

809,600 802,300 788,100 780,400
(△1.9) (0.0) (△7.5) (6.4) 

602,900 603,200 558,100 593,900
(1.9) (△0.9) (19.3) (△3.5) 

329,600 326,600 389,500 375,900
(△0.6) (△0.3) (1.9) (2.3) 

932,500 929,800 947,600 969,800
(△0.4) (△0.6) (0.2) (0.8) 

1,742,100 1,732,100 1,735,700 1,750,200
(△3.6) (△1.0) (△5.4) (2.1) 

511,000 505,800 478,600 488,600
(△0.2) (2.2) (△13.4) (△9.8) 

273,500 279,400 242,000 218,300
(△2.4) (0.1) (△8.2) (△1.9) 

784,500 785,200 720,600 706,900
(△0.9) (2.0) (△7.2) (5.1) 

810,900 826,800 767,200 806,400
(△0.2) (9.3) (26.4) (2.6) 

457,700 500,200 632,500 648,700
(△0.7) (4.6) (5.5) (4.0) 

1,268,600 1,327,000 1,399,700 1,455,100
(△1.4) (2.9) (0.4) (2.0) 

2,053,100 2,112,200 2,120,300 2,162,000
(△3.3) (△3.3) (△5.3) (1.0) 

1,050,100 1,015,900 962,400 972,500
(△3.8) (0.0) (△9.4) (△5.5) 

227,700 227,700 206,200 194,900
(△3.4) (△2.7) (△6.0) (△0.1) 

1,277,800 1,243,600 1,168,600 1,167,400
(△4.7) (3.5) (△5.9) (3.8) 

591,800 612,700 576,800 598,900
(△2.6) (9.8) (15.9) (16.5) 

352,900 387,400 448,900 522,800
(△4.0) (5.9) (2.6) (9.4) 

944,700 1,000,100 1,025,700 1,121,700
(△3.6) (1.0) (△2.2) (4.3) 

2,222,500 2,243,700 2,194,300 2,289,100

(△0.4) (△2.3) (0.0) (0.2) 
99.6 97.3 97.3 97.5
(1.5) (△2.2) (△0.4) (3.9) 

101.5 99.3 98.9 102.8

（注）　１．（　　）は，それぞれ前回調査からの増減率である。

　　　　２．家計消費支出指数及び消費者物価指数について，平成18年度の指数を１００とする。

　　　　３．家計消費支出指数及び消費者物価指数は，総務省家計調査の結果等より算出。
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（３） 設置者別の学生生活費 （Ｃ表、第２図） 

 ①大学昼間部 

   学費と生活費を合わせた学生生活費は、私立が国立に比べ約 48 万円高くなって

いる。これは、学費の差によるところが大きい。生活費については、国立が私立

よりも高く、その差の主な要因は食費と住居・光熱費となっている。 

 ②短期大学昼間部 

   学費と生活費を合わせた学生生活費は、私立が公立に比べ約 53 万円高くなって 

いる。これは大学昼間部と同様に学費の差によるところが大きい。 

 ③大学院 

   学費と生活費を合わせた学生生活費は、私立が国立に比べ修士課程は約 33 万円、

博士課程は約 22 万円、専門職学位課程で約 72 万円高くなっている。これは、学

費の差によるところが大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(※1）学生生活費の平均は居住形態別・ 
   設置者別に各項目の集計値を算出 
   しているため、食費と住居・光熱 
   費は他の居住形態別の結果も参照 

 されたい。 
 

(※2)下宿・アパート・その他を 
  「アパート等」という。 
 
 
 
 

Ｃ表 設置者別の学生生活費 

第１図  

学生生活費の増減率の推移 

（大学昼間部） 

（単位：円）

小    計 小    計

国 立 509,400 138,300 647,700 544,900 306,800 851,700 1,499,400

公 立 536,100 130,200 666,300 442,400 314,200 756,600 1,422,900

私 立 1,206,500 155,100 1,361,600 306,000 310,600 616,600 1,978,200

平 均 1,044,600 150,700 1,195,300 356,700 310,100 666,800 1,862,100

国 立 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

公 立 430,000 87,700 517,700 307,000 249,900 556,900 1,074,600

私 立 994,100 142,200 1,136,300 185,300 286,900 472,200 1,608,500

平 均 964,700 139,300 1,104,000 191,600 284,900 476,500 1,580,500

国 立 499,400 111,900 611,300 670,800 362,800 1,033,600 1,644,900

公 立 518,900 142,200 661,100 553,100 394,500 947,600 1,608,700

私 立 949,100 166,000 1,115,100 459,600 396,900 856,500 1,971,600

平 均 648,900 131,500 780,400 593,900 375,900 969,800 1,750,200

国 立 430,500 206,200 636,700 847,000 618,900 1,465,900 2,102,600

公 立 479,700 256,300 736,000 706,200 784,800 1,491,000 2,227,000

私 立 663,600 245,900 909,500 708,400 706,900 1,415,300 2,324,800

平 均 488,600 218,300 706,900 806,400 648,700 1,455,100 2,162,000

国 立 590,800 171,300 762,100 641,100 445,200 1,086,300 1,848,400

公 立 549,700 194,600 744,300 535,200 603,800 1,139,000 1,883,300

私 立 1,217,200 208,400 1,425,600 579,500 561,000 1,140,500 2,566,100

平 均 972,500 194,900 1,167,400 598,900 522,800 1,121,700 2,289,100
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第２図 大学昼間部国立・私立（アパート等） 
     食費、住居・光熱費の推移  

（単位：千円） 

国立
私立
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（４） 居住形態別の学生数の割合 （Ｄ表） 

  居住形態別学生数の割合は、大学昼間部（以下「大学」）の平均で自宅居住の学生

（以下「自宅」）が 56.5％、学寮居住の学生（以下「学寮」）が 5.5％、アパート等

居住の学生（以下、「アパート等」）が 38.0％である。大学の自宅は、私立では 63.3％

を占めているのに対し、国立、公立ではそれぞれ 31.3％、39.4％と低くなっている。 

  短期大学昼間部（以下「短期大学」）の平均では、自宅 74.4％、学寮 6.0％、アパ

ート等 19.6％と自宅が最も高く、その割合は大学と比べて高くなっている。 

  また、大学院については、修士課程の平均で自宅 43.6％、学寮 3.5％、アパート

等 52.9％、博士課程の平均で自宅 48.4％、学寮 2.6％、アパート等 49.0％、専門職

学位課程の平均で自宅 58.2％、学寮 4.1％、アパート等 37.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 居住形態別の学生生活費 （Ｅ表、第３図） 

 ①大学昼間部 

   居住形態別の学生生活費は、国・公・私立いずれもアパート等居住の学生（以

下「アパート等」）が最も高く、国立の自宅居住の学生（以下「自宅」）の 1.50～

2.17 倍であり、その差額は、国立約 62 万円、公立約 55 万円、私立約 62 万円と

なっている。学寮居住の学生（以下「学寮」）は、国・公・私立いずれも自宅とア

パート等の中間で、国立自宅と比べると、1.20～1.86 倍となっている。 

自宅と学寮・アパート等の学生生活費の差は、主として食費及び住居・光熱費

によるものであり、これを大学昼間部の平均を例にとって月額で示したのが第３

図である。生活費で最も差が大きくなったのは、住居・光熱費で、アパート等の

学生と学寮の学生を比較すると、アパート等で月額約 1 万 3 千円高いが、食費と

住居・光熱費以外の生活費は、いずれの居住形態の値も同程度となっている。 

 

Ｄ表 居住形態別学生数の割合 

国　立 31.3 5.7 63.0 100.0
公　立 39.4 3.1 57.5 100.0
私　立 63.3 5.7 31.1 100.0
平　均 56.5 5.5 38.0 100.0
公　立 44.8 6.5 48.7 100.0
私　立 75.9 6.0 18.0 100.0
平　均 74.4 6.0 19.6 100.0
国　立 32.1 4.2 63.6 100.0
公　立 48.3 2.1 49.6 100.0
私　立 61.7 2.5 35.8 100.0
平　均 43.6 3.5 52.9 100.0
国　立 43.7 3.0 53.3 100.0
公　立 58.0 2.0 40.0 100.0
私　立 59.0 1.5 39.5 100.0
平　均 48.4 2.6 49.0 100.0
国　立 47.2 8.1 44.7 100.0
公　立 58.3 14.5 27.2 100.0
私　立 64.8 1.0 34.2 100.0
平　均 58.2 4.1 37.7 100.0
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区　　　分 自宅 学寮 アパート等 計

（単位：％） 
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  ②短期大学昼間部 

   居住形態別の学生生活費は、公・私立いずれもアパート等が高く、公立自宅と

比べると、1.49～2.28 倍となっている。設置者別にみると、自宅とアパート等の

差は、公立で約 42 万円、私立で約 46 万円となっている。 

 ③大学院 

   居住形態別の学生生活費は、すべての課程において、国・公・私立いずれもア

パート等が最も高く、私立のアパート等で最大となっている。 

国立自宅の学生と私立アパート等の差は、修士課程で 1.98 倍、博士課程で 1.57

倍、専門職学位課程で 1.90 倍となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）カッコ（ ）内の数値は、国立(短期大学は公立)の自宅を基準（1.00）とした場合の指数。 

第３図 居住形態別学生生活費の支出状況（月額） 〔大学昼間部平均〕 

Ｅ表 居住形態別学生生活費 
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（６） 地域別・居住形態別学生生活費 （Ｆ表、第４図） 

  大学昼間部について学生生活費を地域別に比較すると、国・公・私立全体の平均

では、「東京圏（注１）」が最も高く、「京阪神（注１）」、「その他（注１）」の順となってい

る。設置者別・居住形態別にみると、最も高いのは私立の「東京圏」のアパート等

居住の学生（以下「アパート等」）で約 261.5 万円となっている。さらに学生生活費

のうち生活費について全国平均値と比べてみると、いずれの居住形態においても、

「東京圏」は平均値を上回り、「その他」は平均値を下回っている。 

学費 生活費 合計 学費 生活費 合計 学費 生活費 合計 学費 生活費 合計

1,380,700 665,900 2,046,600 1,225,100 607,500 1,832,600 1,047,200 689,200 1,736,400 1,195,300 666,800 1,862,100

自 宅 735,400 427,900 1,163,300 723,700 371,600 1,095,300 704,900 385,000 1,089,900 711,200 388,100 1,099,300

学 寮 616,900 1,008,200 1,625,100 741,700 899,800 1,641,500 534,800 699,300 1,234,100 564,900 758,200 1,323,100

アパート等 649,500 1,386,100 2,035,600 629,500 1,184,200 1,813,700 620,700 1,055,000 1,675,700 623,700 1,090,900 1,714,600

平 均 682,600 956,200 1,638,800 672,400 846,500 1,518,900 640,400 840,900 1,481,300 647,700 851,700 1,499,400

自 宅 739,100 426,900 1,166,000 731,000 394,000 1,125,000 721,000 362,200 1,083,200 724,600 374,200 1,098,800

学 寮 926,000 1,335,500 2,261,500 555,800 734,700 1,290,500 673,200 656,100 1,329,300 660,900 677,100 1,338,000

アパート等 598,900 1,174,200 1,773,100 651,600 1,056,200 1,707,800 625,700 1,012,400 1,638,100 626,700 1,022,700 1,649,400

平 均 687,700 715,100 1,402,800 694,000 662,800 1,356,800 660,600 773,600 1,434,200 666,300 756,600 1,422,900

自 宅 1,415,600 415,000 1,830,600 1,360,800 400,100 1,760,900 1,313,900 380,600 1,694,500 1,369,400 400,200 1,769,600

学 寮 1,231,700 913,200 2,144,900 1,065,600 764,500 1,830,100 1,231,300 791,800 2,023,100 1,201,900 841,800 2,043,700

アパート等 1,474,400 1,140,700 2,615,100 1,272,600 991,400 2,264,000 1,322,700 913,000 2,235,700 1,374,500 1,016,000 2,390,500

平 均 1,421,600 651,300 2,072,900 1,322,500 572,800 1,895,300 1,312,300 599,300 1,911,600 1,361,600 616,600 1,978,200

区　　分
東京圏 京阪神

私
　
立

国公私立平均

国
　
立

公
　
立

その他 全国平均

 

  短期大学昼間部の自宅居住の学生（以下「自宅」）とアパート等について地域別に

生活費を比較すると、大学昼間部同様に、いずれの居住形態においても「東京圏」

が全国平均を上回り、「その他」が全国平均を下回っている。 

学費 生活費 合計 学費 生活費 合計 学費 生活費 合計 学費 生活費 合計

自 宅 648,000 722,000 1,370,000 - - - 556,600 307,100 863,700 556,900 308,300 865,200

アパート等 385,000 1,395,000 1,780,000 490,000 110,000 600,000 489,900 796,500 1,286,400 489,500 797,300 1,286,800

自 宅 1,233,200 395,800 1,629,000 1,198,500 357,000 1,555,500 1,126,000 324,200 1,450,200 1,162,900 346,600 1,509,500

アパート等 1,196,000 1,040,000 2,236,000 1,005,100 939,400 1,944,500 1,044,600 858,200 1,902,800 1,069,500 904,300 1,973,800

私
立

区　　分
東京圏 京阪神 その他 全国平均

公
立

 

  大学院（注２）の各課程の自宅とアパート等について地域別に生活費を比較すると、

アパート等の生活費は、「東京圏」が「その他」より概ね高い傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ－１表 地域別・居住形態別学生生活費（大学昼間部） （単位：円）

（注１）「東京圏」は、東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県をいう。「京阪神」は、京都府・大阪府・兵庫県をいう。  
 「その他」は、「東京圏」と「京阪神」を除いた地域をいう。  

（注２）大学院は、「配偶者あり」と回答した者は集計に含めていない。  

Ｆ－２表 地域別・居住形態別学生生活費（短期大学昼間部） （単位：円）

Ｆ－３表 地域別・居住形態別学生生活費（大学院） （単位：円）

学費 生活費 合計 学費 生活費 合計 学費 生活費 合計 学費 生活費 合計

自 宅 701,700 547,400 1,249,100 696,200 486,700 1,182,900 677,800 511,700 1,189,500 687,300 514,800 1,202,100

アパート等 566,300 1,468,700 2,035,000 612,200 1,315,800 1,928,000 581,200 1,222,000 1,803,200 585,000 1,274,400 1,859,400

自 宅 699,800 514,100 1,213,900 712,200 598,500 1,310,700 717,800 611,300 1,329,100 714,000 597,400 1,311,400

アパート等 657,500 1,365,200 2,022,700 613,300 1,313,000 1,926,300 623,800 1,171,600 1,795,400 622,800 1,218,400 1,841,200

自 宅 1,197,500 561,500 1,759,000 1,120,700 511,300 1,632,000 1,008,500 546,800 1,555,300 1,143,300 550,300 1,693,600

アパート等 1,106,600 1,377,800 2,484,400 1,025,200 1,210,800 2,236,000 1,050,200 1,181,500 2,231,700 1,081,200 1,304,900 2,386,100

自 宅 734,600 827,400 1,562,000 754,800 989,000 1,743,800 744,100 1,028,000 1,772,100 743,400 956,200 1,699,600

アパート等 599,800 1,807,000 2,406,800 539,200 1,727,000 2,266,200 615,900 1,683,500 2,299,400 594,800 1,719,300 2,314,100

自 宅 759,800 1,400,400 2,160,200 807,700 862,100 1,669,800 756,900 1,207,800 1,964,700 777,600 1,090,700 1,868,300

アパート等 785,800 2,007,600 2,793,400 612,500 1,523,500 2,136,000 738,800 1,894,600 2,633,400 708,100 1,802,500 2,510,600

自 宅 967,100 996,400 1,963,500 956,300 1,012,600 1,968,900 990,800 1,089,400 2,080,200 970,400 1,016,300 1,986,700

アパート等 857,900 1,787,000 2,644,900 840,700 1,743,600 2,584,300 860,900 1,877,800 2,738,700 856,500 1,803,500 2,660,000

自 宅 833,000 771,900 1,604,900 945,300 551,200 1,496,500 836,300 620,000 1,456,300 862,500 633,900 1,496,400

アパート等 732,300 1,610,000 2,342,300 739,200 1,529,100 2,268,300 695,600 1,273,500 1,969,100 713,600 1,395,300 2,108,900

自 宅 814,500 759,600 1,574,100 934,300 835,500 1,769,800 808,900 1,876,800 2,685,700 869,100 985,500 1,854,600

アパート等 686,600 1,816,800 2,503,400 689,900 1,364,900 2,054,800 778,000 850,500 1,628,500 693,700 1,601,700 2,295,400

自 宅 1,544,600 926,700 2,471,300 1,293,600 801,900 2,095,500 1,291,600 929,300 2,220,900 1,448,100 901,200 2,349,300

アパート等 1,484,900 1,546,200 3,031,100 1,231,600 1,348,200 2,579,800 1,227,400 1,152,200 2,379,600 1,398,300 1,452,300 2,850,600

公
立
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立

修
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程
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   ※公立大学の結果は「B-1 表 居住形態別・地域別学生生活費の内訳」参照。 

 

（７） 男女別・居住形態別学生生活費 （Ｇ表） 

  居住形態別の学生生活費の支出について、居住形態別にみると、Ｇ表のような結

果になった。 

大学昼間部について学生生活費をみると、アパート等居住の学生（以下、「アパー

ト等」）の私立女子が約 244 万円と最も高くなっている。生活費について自宅居住の

学生（以下、「自宅」）とアパート等を比較すると、アパート等の支出額が多く、そ

の要因は、「食費、住居・光熱費」で、学生生活費に占める支出額の割合を比べると、

私立（男：28.3％、女：29.2％）より国立（男：45.4％、女：44.4％）のほうが大

きくなっている。 

短期大学昼間部について学生生活費をみると、アパート等の私立女子が約 200 万

円と最も高くなっている。生活費について自宅とアパート等を比較すると、アパー

ト等の支出額が多く、学生生活費に占める「食費、住居・光熱費」の支出額の割合

を比べると、私立（男：33.2％、女：30.2％）より公立（男：44.7％、女：42.3％）

のほうが大きくなっている。 

大学院の学生生活費は、大学と短期大学に比べて支出額が多くなっている。学生

生活費に占める「食費、住居・光熱費」の支出額の割合をみると、修士課程でアパ

ート等の国立男子が 49.5％と最も高く、これは、全体でみた場合にも最も高い割合

となっている。 

また、自宅の「食費、住居・光熱費」の支出額は、『外食した時の経費』であるが、

大学院博士課程の支出額が多く、最も多かったのは博士課程国立男子（月額換算：

約 26 千円）、最も少額となったのは短期大学昼間部公立女子（月額換算：約 4 千円）

となっている。 

第４図 地域別・居住形態別学生生活費（大学昼間部） （単 位 ：千 円 ） 
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※大学昼間部、大学院の各課程の公立については、ページの都合で省略した。 

修 学 費 保健衛生費

課 外 活 動費 小　　　計 娯楽し好費 小　　　計

（ 割 合 ） 通 学 費 （ 割 合 ） （ 割 合 ） その他の日常費 （割合）

自　　宅 521,700 (47.0%) 190,400 (17.2%) 712,100 115,100 (10.4%) 283,000 (25.5%) 398,100 1,110,200

学　　寮 448,700 (34.7%) 106,500 (8.2%) 555,200 473,400 (36.6%) 263,900 (20.4%) 737,300 1,292,500

アパート等 516,200 (30.4%) 107,700 (6.3%) 623,900 772,700 (45.4%) 304,300 (17.9%) 1,077,000 1,700,900

自　　宅 504,900 (46.6%) 204,800 (18.9%) 709,700 85,200 (7.9%) 289,600 (26.7%) 374,800 1,084,500

学　　寮 431,100 (31.4%) 149,300 (10.9%) 580,400 458,200 (33.4%) 332,600 (24.3%) 790,800 1,371,200

アパート等 506,900 (29.2%) 116,000 (6.7%) 622,900 771,200 (44.4%) 344,300 (19.8%) 1,115,500 1,738,400

自　　宅 1,170,300 (67.2%) 172,400 (9.9%) 1,342,700 106,800 (6.1%) 291,600 (16.8%) 398,400 1,741,100

学　　寮 1,028,700 (53.3%) 125,500 (6.5%) 1,154,200 516,400 (26.8%) 257,800 (13.4%) 774,200 1,928,400

アパート等 1,278,000 (54.4%) 99,200 (4.2%) 1,377,200 664,600 (28.3%) 306,600 (13.1%) 971,200 2,348,400

自　　宅 1,204,100 (67.1%) 189,800 (10.6%) 1,393,900 88,600 (4.9%) 313,100 (17.4%) 401,700 1,795,600

学　　寮 1,126,700 (52.4%) 118,500 (5.5%) 1,245,200 587,700 (27.4%) 315,700 (14.7%) 903,400 2,148,600

アパート等 1,253,300 (51.3%) 117,700 (4.8%) 1,371,000 712,700 (29.2%) 361,000 (14.8%) 1,073,700 2,444,700

自　　宅 388,500 (46.9%) 130,200 (15.7%) 518,700 76,100 (9.2%) 233,800 (28.2%) 309,900 828,600

学　　寮 - - - - - - - - - - -

アパート等 414,300 (35.2%) 40,500 (3.4%) 454,800 525,900 (44.7%) 196,300 (16.7%) 722,200 1,177,000

自　　宅 426,400 (49.2%) 132,800 (15.3%) 559,200 49,700 (5.7%) 258,500 (29.8%) 308,200 867,400

学　　寮 408,800 (44.1%) 49,000 (5.3%) 457,800 265,100 (28.6%) 205,100 (22.1%) 470,200 928,000

アパート等 441,600 (33.9%) 53,100 (4.1%) 494,700 551,000 (42.3%) 256,900 (19.7%) 807,900 1,302,600

自　　宅 973,900 (66.7%) 154,900 (10.6%) 1,128,800 69,000 (4.7%) 261,900 (17.9%) 330,900 1,459,700

学　　寮 848,200 (44.1%) 51,200 (2.7%) 899,400 658,000 (34.2%) 367,300 (19.1%) 1,025,300 1,924,700

アパート等 943,400 (51.4%) 72,800 (4.0%) 1,016,200 609,500 (33.2%) 210,500 (11.5%) 820,000 1,836,200

自　　宅 1,006,700 (66.4%) 160,200 (10.6%) 1,166,900 62,300 (4.1%) 286,100 (18.9%) 348,400 1,515,300

学　　寮 939,400 (53.9%) 73,100 (4.2%) 1,012,500 445,900 (25.6%) 283,800 (16.3%) 729,700 1,742,200

アパート等 983,500 (49.2%) 95,900 (4.8%) 1,079,400 604,300 (30.2%) 315,400 (15.8%) 919,700 1,999,100

自　　宅 506,000 (43.6%) 172,500 (14.9%) 678,500 159,600 (13.7%) 323,300 (27.8%) 482,900 1,161,400

学　　寮 390,600 (27.4%) 95,300 (6.7%) 485,900 595,400 (41.7%) 345,500 (24.2%) 940,900 1,426,800

アパート等 500,500 (27.3%) 77,600 (4.2%) 578,100 908,400 (49.5%) 347,100 (18.9%) 1,255,500 1,833,600

自　　宅 516,900 (39.8%) 191,000 (14.7%) 707,900 148,000 (11.4%) 441,600 (34.0%) 589,600 1,297,500

学　　寮 393,200 (27.2%) 101,100 (7.0%) 494,300 501,200 (34.7%) 450,200 (31.1%) 951,400 1,445,700

アパート等 508,700 (25.9%) 103,800 (5.3%) 612,500 922,800 (47.0%) 427,900 (21.8%) 1,350,700 1,963,200

自　　宅 966,600 (58.7%) 181,800 (11.1%) 1,148,400 153,600 (9.3%) 343,500 (20.9%) 497,100 1,645,500

学　　寮 955,300 (42.0%) 103,000 (4.5%) 1,058,300 711,400 (31.3%) 504,200 (22.2%) 1,215,600 2,273,900

アパート等 960,200 (40.3%) 115,000 (4.8%) 1,075,200 921,000 (38.6%) 388,000 (16.3%) 1,309,000 2,384,200

自　　宅 914,700 (51.3%) 219,400 (12.3%) 1,134,100 151,100 (8.5%) 496,300 (27.9%) 647,400 1,781,500

学　　寮 806,600 (44.0%) 90,200 (4.9%) 896,800 626,900 (34.2%) 307,900 (16.8%) 934,800 1,831,600

アパート等 943,500 (39.5%) 148,600 (6.2%) 1,092,100 892,000 (37.3%) 405,100 (17.0%) 1,297,100 2,389,200

自　　宅 468,600 (28.0%) 261,200 (15.6%) 729,800 308,400 (18.4%) 635,600 (38.0%) 944,000 1,673,800

学　　寮 373,200 (23.2%) 147,900 (9.2%) 521,100 659,900 (41.1%) 426,500 (26.5%) 1,086,400 1,607,500

アパート等 418,000 (18.4%) 170,900 (7.5%) 588,900 1,118,600 (49.3%) 563,500 (24.8%) 1,682,100 2,271,000

自　　宅 453,200 (25.8%) 319,600 (18.2%) 772,800 217,500 (12.4%) 765,000 (43.6%) 982,500 1,755,300

学　　寮 397,500 (26.2%) 141,200 (9.3%) 538,700 556,600 (36.7%) 422,300 (27.8%) 978,900 1,517,600

アパート等 419,600 (17.1%) 193,700 (7.9%) 613,300 1,104,800 (45.1%) 729,600 (29.8%) 1,834,400 2,447,700

自　　宅 682,200 (35.0%) 293,200 (15.0%) 975,400 295,700 (15.2%) 679,300 (34.8%) 975,000 1,950,400

学　　寮 596,300 (27.4%) 163,800 (7.5%) 760,100 819,100 (37.6%) 600,700 (27.6%) 1,419,800 2,179,900

アパート等 660,300 (25.1%) 197,000 (7.5%) 857,300 1,142,100 (43.4%) 633,400 (24.1%) 1,775,500 2,632,800

自　　宅 669,500 (32.7%) 292,600 (14.3%) 962,100 238,600 (11.7%) 846,800 (41.4%) 1,085,400 2,047,500

学　　寮 612,600 (32.2%) 165,200 (8.7%) 777,800 634,900 (33.4%) 487,200 (25.6%) 1,122,100 1,899,900

アパート等 638,700 (23.6%) 216,300 (8.0%) 855,000 1,093,100 (40.3%) 763,100 (28.2%) 1,856,200 2,711,200

自　　宅 660,000 (43.0%) 224,500 (14.6%) 884,500 195,900 (12.8%) 454,400 (29.6%) 650,300 1,534,800

学　　寮 491,400 (31.0%) 123,900 (7.8%) 615,300 510,900 (32.2%) 460,000 (29.0%) 970,900 1,586,200

アパート等 589,300 (28.3%) 133,000 (6.4%) 722,300 986,500 (47.4%) 372,200 (17.9%) 1,358,700 2,081,000

自　　宅 591,700 (41.5%) 231,100 (16.2%) 822,800 131,300 (9.2%) 472,900 (33.1%) 604,200 1,427,000

学　　寮 439,600 (21.7%) 174,000 (8.6%) 613,600 636,400 (31.4%) 775,300 (38.3%) 1,411,700 2,025,300

アパート等 546,500 (25.2%) 147,100 (6.8%) 693,600 956,000 (44.0%) 521,500 (24.0%) 1,477,500 2,171,100

自　　宅 1,234,000 (51.4%) 234,100 (9.8%) 1,468,100 265,000 (11.0%) 669,000 (27.9%) 934,000 2,402,100

学　　寮 1,361,700 (47.2%) 145,100 (5.0%) 1,506,800 926,600 (32.1%) 452,800 (15.7%) 1,379,400 2,886,200

アパート等 1,211,700 (41.7%) 181,600 (6.2%) 1,393,300 1,070,900 (36.8%) 444,300 (15.3%) 1,515,200 2,908,500

自　　宅 1,164,000 (52.2%) 238,900 (10.7%) 1,402,900 192,800 (8.7%) 633,100 (28.4%) 825,900 2,228,800

学　　寮 996,000 (48.6%) 112,000 (5.5%) 1,108,000 696,000 (33.9%) 247,000 (12.0%) 943,000 2,051,000

アパート等 1,244,000 (45.3%) 163,500 (6.0%) 1,407,500 906,900 (33.0%) 431,100 (15.7%) 1,338,000 2,745,500
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Ｇ表 男女別・居住形態別学生生活費 （単位：円）
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（８） 学年別の学生生活費 （Ｈ表） 

  学費については同一区分の学年間において大学昼間部の 5 年次、6 年次を除き、

大きな差はみられなかった。なお、大学昼間部の５年次、６年次は医・歯学部、獣

医学部、薬学部の学生であり、1 年次から 4 年次と比べて 2 倍程度、学費が高くな

っている。生活費については大学院専門職学位課程を除き、年次が上がるにつれて、

増加している。 

  学生生活費の合計をみると、大学昼間部 6 年次と博士課程 4 年次の金額がほとん

ど変わらないが、内訳をみると大学昼間部の学費が 232 万円（Ｈ表内で最高額）、博士

課程の学費が 84 万円と大学昼間部に比べて 148 万円少なくなっている。反対に、生

活費は大学院博士課程 4 年次で 243 万円（Ｈ表内で最高額）となっている。 

 

１　年 ２　年 ３　年 ４　年 ５　年 ６　年

学 　費 1,130,600 1,125,900 1,128,900 1,109,300 2,054,700 2,321,700

生活費 487,500 582,100 637,700 707,400 893,400 1,000,600

計 1,618,100 1,708,000 1,766,600 1,816,700 2,948,100 3,322,300

学 　費 1,009,100 1,048,600 1,103,800 ・・・ ・・・ ・・・

生活費 386,100 460,000 493,300 ・・・ ・・・ ・・・

計 1,395,200 1,508,600 1,597,100 ・・・ ・・・ ・・・

学 　費 779,900 751,800 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

生活費 906,800 980,100 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

計 1,686,700 1,731,900 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

学 　費 689,800 688,700 682,000 842,800 ・・・ ・・・

生活費 1,314,000 1,395,600 1,403,500 2,432,100 ・・・ ・・・

計 2,003,800 2,084,300 2,085,500 3,274,900 ・・・ ・・・

学 　費 1,120,200 1,077,600 1,126,400 ・・・ ・・・ ・・・

生活費 1,121,700 1,039,600 959,200 ・・・ ・・・ ・・・

計 2,241,900 2,117,200 2,085,600 ・・・ ・・・ ・・・

短
期
大
学

昼
間
部

専
門
職

学
位
課
程

大
　
学
　
院

区　　分

修
士
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程
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士
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程

昼
間
部

大
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２． 学生の収入の状況 （Ⅰ表、第５図） 

  学生生活費は、家庭からの給付、奨学金及びアルバイト収入等で賄われているが、

上級課程へ進むほど、家庭からの給付額が少なくなるなど収入構成に差異がみられ

た。その状況はⅠ表、第５図のとおりである。 

①  大学昼間部 

   大学昼間部（国・公・私立平均）の家庭からの給付額は約 119 万円（月額約 9

万 9 千円）であり、収入総額（約 197 万円）に占める家庭からの給付額の割合は

60.6％となった。前回調査では収入総額に占める家庭からの給付額の割合は

60.8％であり、ほとんど変化がみられなかった。設置者別にみると、公立の収入

総額は国立・私立に比べて少なくなった。 

 

 

Ｈ表 学年別の学生生活費 （単位：円）
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 ②短期大学昼間部 

短期大学昼間部については、家庭からの給付額は約 93 万円（月額約 7 万 8 千円）

で、収入総額（約 168 万円）に占める割合は 55.4％と過去 10 年の調査で最も低

い割合となった。 

③大学院（※） 

   修士課程の家庭からの給付額は、国・公・私立の平均で約 91 万円（月額約 7

万 6 千円）であり、収入総額（約 191 万円）に占める家庭からの給付額の割合は

47.8％となっている。 

   博士課程の家庭からの給付額は、国・公・私立の平均で約 39 万円（月額約 3

万 2 千円）であり、収入総額（約 283 万円）に占める家庭からの給付額の割合は

13.8％と低いが、アルバイト及び定職・その他の占める割合は、家庭からの給付

額が低いこともあって、52.5％となっており、金額の合計では 148 万円となって

いる。 

専門職学位課程の家庭からの給付額は、国・公・私立の平均で約 91 万円（月額

約 7 万 6 千円）であり、収入総額（約 265 万円）に占める家庭からの給付額の割

合は 34.5％で、金額・割合ともに、調査開始以降で最も少なく（小さく）なった。

また、収入総額（約 265 万円）に占める定職・その他の割合は 35.4％と、全学校

種別で最も高くなっている。 

（※）大学院については、「配偶者あり」と回答したものを除き集計していることや社会人学 

生が大学昼間部や短期大学昼間部に比べて多いこと等、資料の取扱いには留意を要する。 

 

(58.9) (21.4) (17.1) (2.6) (100.0) 

951,800 345,900 276,000 42,700 1,616,400

(53.1) (23.5) (20.6) (2.8) (100.0) 

824,600 364,400 319,800 44,000 1,552,800

(61.2) (19.9) (16.0) (2.9) (100.0) 

1,276,400 415,200 332,800 59,700 2,084,100
(59.6) (21.0) (16.5) (2.9) (100.0) 

1,161,500 409,600 321,800 57,200 1,950,100
(61.6) (19.5) (16.1) (2.7) (100.0) 

1,228,600 389,400 321,800 54,300 1,994,100
(60.6) (20.3) (16.3) (2.8) (100.0) 

1,193,800 400,000 321,800 55,800 1,971,400

(55.4) (24.0) (15.6) (5.0) (100.0) 
931,300 402,500 261,900 84,100 1,679,800

(47.8) (25.7) (14.5) (12.1) (100.0) 
914,800 491,600 276,900 231,300 1,914,600

(13.8) (33.7) (22.2) (30.3) (100.0) 
388,500 953,400 626,000 857,400 2,825,300

(34.5) (25.6) (4.4) (35.4) (100.0) 
914,900 679,000 117,300 937,700 2,648,900

定職・その他区　　分

大
　
学
　
昼
　
間
　
部

国　立

女

平　均

短期大学昼間部

大
学
院

収入総額アルバイト

公　立

私　立

家庭からの給付 奨　学　金

男

博士課程

専門職学位課程

修士課程

 
（注１）カッコ（ ）内の数値は、収入総額に占める割合。 

（注２）大学院のアルバイトには、ティーチングアシスタント（ＴＡ）とリサーチアシスタント（ＲＡ）を含む。 

（注３）大学院の結果には「配偶者あり」と回答した者を含めていない。 

 

 

 

Ｉ表 収入及びその構成割合 （単位：円）
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平成24年度 平成26年度

【大学昼間部】

【短期大学昼間部】

家庭からの

給付

1,215,200円
（60.8.%）

奨学金

408,500円

（20.5%）

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

322,600円

（16.2%）

定職･その

他

51.000円
（2.6%）

収入
1,997,300円

家庭からの

給付

989,900円
（56.2%）

奨学金

433,000円

（24.6%）

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

251,200円

（14.3%）

定職･その

他

87,900円
（5.0%）

収入
1,762,000円

家庭からの

給付

1,193,800 円
（60.6%）

奨学金

400,000 円

（20.3%）

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

321,800 円

（16.3%）

定職･その

他

55,800 円
（2.8%）

収入

1,971,400円

家庭からの

給付

931,300 円
（55.4%）奨学金

402,500 円

（24.0%）

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

261,900 円

（15.6%）

定職･その

他

84,100 円
（5.0%）

収入

1,679,800円

第５図 収入額内訳 
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平成24年度 平成26年度

【大学院修士課程】

【大学院博士課程】

【大学院専門職学位課程】

家庭からの

給付

873,500円
（45.8%）

奨学金

551,800円

(29.0%)

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

275,200円

(14.4%)

定職･その

他

205,400円
(10.8%)

収入
1,905,900円

家庭からの

給付

383,300円
（14.1%）

奨学金

1.040,900円

（38.3%）

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

587,400円

（21.6%）

定職･その

他

705,700円
（26.0%）

収入
2,717,300円

家庭からの

給付

993,700円
（40.7%）

奨学金

771,300円

（31.6%）

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

114,100円

（4.7%）

定職･その

他

561,500円
（23.0%）

収入
2,440,600円

家庭からの

給付

914,800 円
（47.8%）

奨学金

491,600円

(25.7%)

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

276,900円

(14.5%)

定職･その

他

231,300円
(12.1%)

収入
1,914,600円

家庭からの

給付

388,500円
（13.8%）

奨学金

953,400円

（33.7%）

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

626,000円

（22.2%）

定職･その

他

857,400円
（30.3%）

収入
2,825,300円

家庭からの

給付

914,900円
（34.5%）

奨学金

679,000円

（25.6%）

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

117,300円

（4.4%）

定職･その

他

937,700円
（35.4%）

収入
2,648,900円
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３． 家庭からの給付額等 

（１） 家庭からの給付 （Ｊ表、Ｋ表） 

  大学・短期大学の昼間部における家庭からの給付額は、大学が約 119 万円で、

短期大学の約 93 万円に比べて約 26 万円高く、平成 18 年度以降で差額が最も大き

くなった。 

学生生活費に対する家庭からの給付額の割合は、いずれも減少傾向にあるが、前

回調査からは大きな変化はみられず、大学が 64.1％、短期大学が 58.9％となった。 

家庭からの年間平均収入（Ｋ表）に占める家庭からの給付額の割合は、大学が

14.5％、短期大学が 14.2％であり、大学については平成 18 年度から連続して減

少している（※1）。 

  大学院の家庭からの給付額は、修士課程が約 91 万円、博士課程が約 39 万円、

専門職学位課程が約 91 万円と、修士課程と専門職学位課程の金額が同程度となっ

た。 

学生生活費に対する家庭からの給付額の割合をみると、修士課程の 52.3％に比

べて専門職学位課程は 40.0％と、12.3 ポイント小さい。また、博士課程は、大学

院の中で家庭からの給付額が最も少なく、学生生活費に対する割合も 18.0％と修

士課程と比べて 34.3 ポイント小さくなっている。博士課程と専門職学位課程の場

合、学費（Ａ表参照）よりも家庭からの給付額が少なくなっている。 

家庭の年間平均収入に占める家庭からの給付額の割合は、修士課程が 11.6％、

博士課程が 5.3％、専門職学位課程が 11.5％となっており、年間平均収入が同程

度の修士課程と専門職学位課程では、年間平均収入に占める家庭からの給付額は

同程度となっている。一方、博士課程の年間平均収入に占める家庭からの給付額

の割合は、大学院の中で最も小さくなった（※2）。 

（※1）《資料 3》過去 10 年間の学生生活費（１）大学昼間部・短期大学昼間部第 12 表参照 

（※2）《資料 3》過去 10 年間の学生生活費（２）大学院第 11 表参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

Ｊ表 家庭からの給付額の推移 （単位：円） 

平成18年度 平成20年度 平成22年度 平成24年度 平成26年度

給 　付 　額

学生生活費

給 　付 　額

学生生活費

給 　付 　額

学生生活費

給 　付 　額

学生生活費

給 　付 　額

学生生活費
49.4 51.7 46.3 45.3

77.4 76.7 62.4 59.9

60.6 59.2 53.8 50.3

58.9

914,800

52.3

388,500

914,900

40.0 ％

％

％

％

79.0 78.0 67.1 64.6 64.1

931,300

％

％ ％ ％

％ ％ ％ ％

1,039,700 993,700

％ ％ ％ ％

％

％ ％ ％

1,031,700 932,100 873,500

521,200 459,000 378,800 383,300

1,227,500 1,215,200 1,193,800

1,269,000 1,211,800 993,100 989,900

1,496,300 1,449,400

18.022.4 18.1

家庭からの給付額

×

％

家庭からの給付額

％

1,060,900

区分 年度

100

100

家庭からの給付額

大学昼間部

短期大学昼間部

家庭からの給付額

修 士 課 程

× 100

× 100

17.9％25.0 ％

1,139,500 1,149,200

博 士 課 程
×

大
　
学
　
院

× 100
専門職学位課程

家庭からの給付額

％
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（２） 家庭の年間平均収入  （Ｋ表） 

  家庭の年間平均収入を設置者別にみると、私立に通う学生の家庭が高く、公立

が低い傾向がみられた。 

過去 5 回の調査の平均をみると、いずれも減少傾向にあるが、前回調査からみ

ると、大学夜間部と専門職学位課程を除き、若干の増加がみられた。 

なお、家庭の年間平均収入に関しては、各家庭の主たる家計支持者の年齢、職

業などに左右されることや、大学院の集計では「配偶者あり」と回答した結果を

除いていることなど、調査結果を利用する際は留意が必要である。 

 

（３） 家庭の年間収入別学生生活費に対する家庭からの給付の割合  （第６図） 

   大学昼間部について家庭の収入額と家庭からの給付額の関係をみると、家庭

の年間平均収入が高くなるにつれて家庭からの給付額も高く、また、学生生活

費に対する家庭からの給付額の割合も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼 間 部 夜 間 部 昼 間 部 夜 間 部 修士課程 博士課程
専門職

学位課程

平 国 　立 8,390 5,260 ・・・ ・・・ 7,870 6,840 7,760

成 公 　立 7,330 5,790 5,790 4,490 6,470 6,070 5,370

26 私 　立 8,260 6,230 6,620 5,420 8,250 9,140 8,330

年 (1.5) (△8.9) (3.9) (5.3) (1.5) (6.4) (△22.1)

度 8,240 5,930 6,580 5,120 7,910 7,340 7,990

(1.9) (5.7) (0.0) (△7.4) (△2.0) (△7.4) (17.5)

8,120 6,510 6,330 4,860 7,790 6,900 10,260

(△3.0) (△10.9) (△4.4) (△8.5) (△1.9) (△0.1) (△0.5)

7,970 6,160 6,330 5,250 7,950 7,450 8,730

(△2.8) (0.0) (△6.5) (6.5) (1.5) (△4.1) (2.8)

8,220 6,910 6,620 5,740 8,100 7,460 8,770

(0.5) (1.3) (△7.1) (△13.2) (△4.0) (△3.2)

8,460 6,910 7,080 5,390 7,980 7,780 8,530

平成22年

平成18年

平成24年

(注）　（　　）は，直前の調査に対する増減率（％）である。

参
　
　
考

平成20年

平　 均

区　　分

大　学　院大　　　　　学 短 期 大 学
Ｋ表  家庭の年間平均収入  （単位：千円）  

第６図  家庭の年間収入別学生生活費に対する家庭からの給付の割合（大学昼間部） 
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（４） 家庭の収入階層区分別学生数（大学昼間部）の割合 (注 ) （Ｌ表） 

   国・公・私立のいずれにおいても第Ⅰ五分位の割合が最も多くなった。設置者

別にみると、国立と私立は各五分位の差が小さく、概ね 2 割ずつ分布しているが、

公立では、年収の低い第Ⅰ五分位から最も高い第Ⅴ五分位にかけて段階的に学生

数の割合が少なくなっている。 

  平成 24 年度と比較すると、国立と公立は、第Ⅰ五分位と第Ⅴ五分位が増加して

いる。国立は、第Ⅰ五分位で 0.5 ポイント、第Ⅴ五分位で 1.3 ポイント増加し、

公立は、第Ⅰ五分位で 2.9 ポイント、第Ⅴ五分位で 0.7 ポイント増加した。私立

は、第Ⅰ五分位で 2.7 ポイント、第Ⅱ五分位で 0.3 ポイント増加しており、第Ⅰ

五分位はいずれも増加しているが、国立に比べると公立と私立は 2 ポイント以上

の増加となっている。 

なお、L 表については、五分位階層の金額区分において、平成 24 年度に比べて

第Ⅰ五分位で 33 千円減少し、第Ⅴ五分位で 71 千円増加していることにも留意す

る必要がある。   

（注）総務省家計調査(平成 26 年)から全国全世帯の 45～54 歳の世帯主（学生の家庭の世帯主年齢と想定）

を抜き出して、その五分位階層区分（集計世帯を収入額の低いものから高いものへ順に並べ、その世

帯数を５等分したもので、収入額の低いグループから高い方へ順に第Ⅰ～第Ⅴと区分したもの）を推

計し、これに大学昼間部の家庭の年間収入別学生数を当てはめたものである。 

 

（５） 主たる家計支持者の世帯区分別学生数（大学昼間部）の割合  （第７図） 

   大学昼間部の設置者区分別の勤労者世帯の学生数の割合は、いずれも勤労者世

帯が多く、前回調査に比べてほとんど変わらないが、全ての設置者に共通して、

法人経営・自由業の世帯で減少、個人営業とその他で増加という変化がみられた。 

 

 

 

 

 

 

（注）　（　　）は，平成24年度調査の額及び割合である。

10,281千円以上
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4,877千円以上

（6,544～8,101）

6,580千円以上 8,158千円以上

Ｌ表  家庭の収入階層区分別学生数の割合【４５～５４歳の世帯主】 （大学昼間部） （単位：％） 

第７図  主たる家計支持者の世帯区分別学生数の割合（大学昼間部） 
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（４） 家庭の収入階層区分別学生数（大学昼間部）の割合 (注 ) （Ｌ表） 

   国・公・私立のいずれにおいても第Ⅰ五分位の割合が最も多くなった。設置者

別にみると、国立と私立は各五分位の差が小さく、概ね 2 割ずつ分布しているが、

公立では、年収の低い第Ⅰ五分位から最も高い第Ⅴ五分位にかけて段階的に学生

数の割合が少なくなっている。 

  平成 24 年度と比較すると、国立と公立は、第Ⅰ五分位と第Ⅴ五分位が増加して

いる。国立は、第Ⅰ五分位で 0.5 ポイント、第Ⅴ五分位で 1.3 ポイント増加し、

公立は、第Ⅰ五分位で 2.9 ポイント、第Ⅴ五分位で 0.7 ポイント増加した。私立

は、第Ⅰ五分位で 2.7 ポイント、第Ⅱ五分位で 0.3 ポイント増加しており、第Ⅰ

五分位はいずれも増加しているが、国立に比べると公立と私立は 2 ポイント以上

の増加となっている。 

なお、L 表については、五分位階層の金額区分において、平成 24 年度に比べて

第Ⅰ五分位で 33 千円減少し、第Ⅴ五分位で 71 千円増加していることにも留意す

る必要がある。   

（注）総務省家計調査(平成 26 年)から全国全世帯の 45～54 歳の世帯主（学生の家庭の世帯主年齢と想定）

を抜き出して、その五分位階層区分（集計世帯を収入額の低いものから高いものへ順に並べ、その世

帯数を５等分したもので、収入額の低いグループから高い方へ順に第Ⅰ～第Ⅴと区分したもの）を推

計し、これに大学昼間部の家庭の年間収入別学生数を当てはめたものである。 

 

（５） 主たる家計支持者の世帯区分別学生数（大学昼間部）の割合  （第７図） 

   大学昼間部の設置者区分別の勤労者世帯の学生数の割合は、いずれも勤労者世

帯が多く、前回調査に比べてほとんど変わらないが、全ての設置者に共通して、

法人経営・自由業の世帯で減少、個人営業とその他で増加という変化がみられた。 

 

 

 

 

 

 

（注）　（　　）は，平成24年度調査の額及び割合である。
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19.4

（8,101～10,210）

4,877千円未満

千円

（4,910～6,544）

6,580千円未満

4,877千円以上
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6,580千円以上 8,158千円以上

Ｌ表  家庭の収入階層区分別学生数の割合【４５～５４歳の世帯主】 （大学昼間部） （単位：％） 

第７図  主たる家計支持者の世帯区分別学生数の割合（大学昼間部） 

４．アルバイトの従事状況 

（１） アルバイトの従事状況 （Ｍ表、第８図） 

  最近 1 年間（注１）においてアルバイトに従事した経験を有する者（以下、「アル

バイト従事者」という）（注 2）の状況は、次のとおりである。 

大学昼間部のアルバイト従事者は 73.2％で、前回調査に比べて 0.8 ポイント減

となった。アルバイト従事者について、家庭からの給付と修学状況をみると、「家

庭からの給付のみでは修学に不自由、修学継続困難」(注 3)な者が 35.0％（47.8％）

（注 4）、「家庭からの給付のみで修学可能」な者が 38.3％（52.3％）となった。 

   短期大学昼間部のアルバイト従事者は 70.5％で、前回調査に比べて 5.8 ポイン

ト増となった。アルバイト従事者について、家庭からの給付と修学状況をみると、

「家庭からの給付のみでは修学に不自由・修学継続困難」な者が 33.7％（47.8％）、

「家庭からの給付のみで修学可能」な者が 36.8％（52.2％）となった。 

 大学院のアルバイト従事者は、修士課程が 77.6％、博士課程が 68.6％、専門

職学位課程が 31.9％となった。アルバイト従事者について、家庭からの給付と修

学状況をみると、「家庭からの給付のみでは修学に不自由・修学継続困難」につ

いては、博士課程が 53.9％（78.6％）と大学院の中で最も多い。一方、「家庭か

らの給付のみで修学可能」な者が最も多いのは修士課程の 34.0％（43.8％）で、

「家庭からの給付のみで修学可能」な者は、すべての課程で前回調査に比べて増

加した。 

（注１）平成 25 年 12 月～平成 26 年 11 月 

（注２）「大学院」のアルバイト従事者にはティーチングアシスタント（TA）とリサーチアシスタント

（RA）を含む。 

（注３）「家庭からの給付のみでは修学不自由・修学継続困難」に「家庭からの給付なし」と回答した

者も含む。 

（注４）（ ）内の数値％は、アルバイト従事者を 100％とした割合を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ表 アルバイトの従事状況 （単位：％）

家庭からの給付のみで修学可能 33.7 38.3
家庭からの給付のみでは修学不自由・困難 40.3 35.0

計 74.0 73.2
26.0 26.8

家庭からの給付のみで修学可能 27.7 36.8
家庭からの給付のみでは修学不自由・困難 37.0 33.7

計 64.7 70.5
35.3 29.5

 家庭からの給付のみで修学可能 28.2 34.0
 家庭からの給付のみでは修学不自由・困難 50.1 43.6

計 78.3 77.6
21.7 22.4

 家庭からの給付のみで修学可能 10.8 14.7
 家庭からの給付のみでは修学不自由・困難 59.1 53.9

計 70.0 68.6
30.0 31.4

 家庭からの給付のみで修学可能 10.8 12.7
 家庭からの給付のみでは修学不自由・困難 22.1 19.3

計 32.8 31.9
67.2 68.1
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(注１)各図の数値は、学生生活調査結果集計表Ⅰ．大学・短期大学のＨ－１表、Ｈ－2 表、同Ⅱ．大学院 

 のＨ－１表、Ｈ－２表、Ｈ－３表を基に、全学生のうち、アルバイト従事者を 100 とした割合。 

(注２)大学院は、ティーチングアシスタント（ＴＡ）とリサーチアシスタント（ＲＡ）従事者を含む。 

第８図 アルバイト従事者の経済状況  
（単位：％） 

【大学昼間部】

【短期大学昼間部】

【大学院修士課程】

【大学院博士課程】

【大学院専門職学位課程】
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（２） アルバイト従事時期別学生数の割合 （N 表、第９図） 

 アルバイト従事時期別の学生数の割合は、Ｎ表（※）の結果となった。 

 大学昼間部では、経常的にアルバイトに従事した学生は、授業期間中が 86.6％、

長期休暇中が 83.9％となった。短期大学昼間部では、経常的にアルバイトに従事

した学生は、授業期間中が 87.3％、長期休暇中が 85.5％となった。大学院では、

経常的にアルバイトに従事した学生は、いずれの課程も大学と短期大学より少な

かった。修士課程では、授業期間中が 76.8％、長期休暇中が 74.8％、博士課程

では、授業期間中が 79.3％、長期休暇中が 74.6％、専門職学位課程では、授業

期間中が 73.0％、長期休暇中が 70.9％となった。 

全体的にみると、長期休暇中は、臨時的（不定期）に従事する学生が授業期間

中より多く、経常的に従事する学生は、授業期間中より少なかった。 

  （※）アルバイト従事時期（状況）は、平成 22 年度調査から「授業期間中」と「長期休暇中」のそれぞ

れに問いを設けている。両方について回答があった場合、前回までは平成 20 年度までの設問に回答

を変換（以下参照）して集計したが、いずれも臨時的に従事などのケースもあるため、調査票の設

問のとおりに集計を行なった。 

Ａ：授業期間中のみ臨時的に従事 Ｂ：授業期間中のみ経常的に（週１日以上）従事 

ａ：長期休暇中のみ臨時的に従事 ｂ：長期休暇中のみ経常的に（週１日以上）従事 

 Ａａ：授業期間中、長期休暇中ともに、臨時的に従事 

 Ａｂ：授業期間中は臨時的、長期休暇中は経常的に従事  長期休暇中も 

 Ｂａ：授業期間中は経常的、長期休暇中は臨時的に従事  授業期間中も従事 

 Ｂｂ：授業期間中は経常的、長期休暇中は経常的に従事 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：％）N 表 アルバイト従事時期別学生数の割合 

A

B

ａ  ｂ

臨時的 臨時的
（不定期） （不定期）

大学昼間部

国立 14.8 42.6 42.6 85.2 100.0 19.5 22.9 57.6 80.5 100.0
公立 14.5 35.9 49.6 85.5 100.0 16.1 16.9 67.1 84.0 100.0
私立 13.0 35.4 51.6 87.0 100.0 15.4 15.3 69.3 84.6 100.0
平均 13.4 36.7 49.9 86.6 100.0 16.2 16.7 67.2 83.9 100.0

短期大学昼間部

公立 15.4 38.0 46.6 84.6 100.0 18.8 13.6 67.5 81.1 100.0
私立 12.6 35.0 52.5 87.5 100.0 14.4 13.4 72.3 85.7 100.0
平均 12.7 35.1 52.2 87.3 100.0 14.6 13.4 72.1 85.5 100.0

修士課程

国立 22.2 53.0 24.8 77.8 100.0 23.6 40.2 36.2 76.4 100.0
公立 24.3 47.8 27.9 75.7 100.0 25.0 34.1 40.9 75.0 100.0
私立 25.0 50.8 24.3 75.1 100.0 28.2 33.3 38.5 71.8 100.0
平均 23.2 52.0 24.8 76.8 100.0 25.2 37.5 37.3 74.8 100.0

博士課程

国立 21.4 53.6 25.0 78.6 100.0 26.1 45.2 28.7 73.9 100.0
公立 24.7 52.2 23.1 75.3 100.0 26.4 44.0 29.6 73.6 100.0
私立 18.6 55.4 25.9 81.3 100.0 23.8 45.5 30.7 76.2 100.0
平均 20.7 54.1 25.2 79.3 100.0 25.4 45.2 29.4 74.6 100.0

専門職学位課程

国立 27.3 55.4 17.3 72.7 100.0 28.6 38.3 33.1 71.4 100.0
公立 41.5 31.1 27.4 58.5 100.0 38.8 30.6 30.6 61.2 100.0
私立 25.5 46.8 27.7 74.5 100.0 28.6 30.3 41.1 71.4 100.0
平均 27.0 49.5 23.5 73.0 100.0 29.0 33.4 37.5 70.9 100.0

（注）大学院は、ティーチングアシスタント（ＴＡ）及びリサーチアシスタント（ＲＡ）従事者を含まない。

【参考】平成24年度　大学昼間部

臨時的 臨時的
（不定期） （不定期）

大学昼間部

国立 14.2 41.9 44.0 85.9 100.1 19.6 22.7 57.8 80.5 100.0
公立 11.7 37.0 51.3 88.3 100.0 16.5 17.8 65.8 83.6 100.0
私立 12.3 35.9 51.8 87.7 100.0 15.5 15.9 68.6 84.5 100.0
平均 12.6 37.0 50.4 87.4 100.0 16.3 17.2 66.6 83.8 100.0

計
週1、2日 週3日以上 経常的 週1、2日 週3日以上 経常的

週3日以上

区　分
授業期間中

計
長期休暇中

経常的

長期休暇中

区　分 計 計

大
学
院

授業期間中

週1、2日 週3日以上 経常的 週1、2日
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第９図 アルバイト従事時期別学生数の割合の推移   

（注）大学院は、ティーチングアシスタント（ＴＡ）及びリサーチアシスタント（ＲＡ）従事者を含まない。

大学昼間部

短期大学昼間部

大学院修士課程

大学院博士課程

大学院専門職学位課程

（単位：％）
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（３） アルバイト従事職種別学生数の割合 （O 表、第 10 図） 

   アルバイトに従事した職種別の学生数の割合は、０表（※）にみられるように、

学校種別によって異なる結果となっている。なお、本設問は、いずれかの期間に

従事した主な職種について聞いた結果である。 

  大学昼間部では、軽労働が 73.6％、次いで家庭教師が約 12％となった。 

短期大学昼間部では、軽労働が約 89％と全学校種別の中で最も高く、家庭教師 

は、約 2％と全学校種別の中で最も低い割合となった。 

大学院修士課程では、軽労働が約 45％、次いで家庭教師が約 26％となった。博

士課程では、特殊技能・その他が約 55％、次いで家庭教師が約 21％となった。専

門職学位課程では、軽労働が約 38％、次いで家庭教師が約 24％となった。 

  大学昼間部の主な職種について、授業期間中に週１～2 日アルバイトに従事し

た学生の割合をみると（第 10 図）、家庭教師では国立が私立より 25.8 ポイント多

く、販売では私立が国立より 13.8 ポイント多くなっており、職業別の従事状況に

ついては、設置者区分にも留意する必要がある。 

（※）平成 26 年度調査では、アルバイト職種の選択肢を変更したため、前回調査との比較のために、
従前の調査項目については「軽労働（合計）」「特殊技能・その他（合計）」欄を設けた。 
なお、アルバイト従事状況については授業期間中と長期休暇中に分けて質問を設けているが、ア

ルバイト従事職種は、従事期間に関わらず、過去 1 年間に従事した主な職種について質問している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

O 表 アルバイト従事職種別学生数の割合 

販　売 飲食業
販売・飲
食業を除
く軽労働

軽労働
（合計）

特殊技能 その他
特殊技能
その他
（合計）

大学昼間部

 授業期間中 12.3 3.4 25.5 41.3 6.8 73.6 1.6 1.3 7.8 9.1 100.0
 長期休暇中 12.1 3.3 25.6 40.7 7.3 73.6 1.9 1.3 7.8 9.1 100.0

短期大学昼間部

 授業期間中 2.0 1.2 29.0 54.1 6.1 89.2 0.4 1.0 6.2 7.2 100.0
 長期休暇中 1.8 1.1 28.5 53.4 6.7 88.6 0.4 1.1 7.0 8.1 100.0

修士課程

 授業期間中 26.2 8.9 15.5 22.7 7.1 45.3 1.8 5.7 12.1 17.8 100.0
 長期休暇中 26.1 8.1 16.2 23.4 6.9 46.5 1.9 5.8 11.4 17.2 100.0

博士課程

 授業期間中 21.2 9.9 4.3 4.3 3.4 12.0 0.6 18.5 37.7 56.2 100.0
 長期休暇中 20.9 10.3 4.4 4.9 3.5 12.8 0.7 19.3 36.1 55.4 100.0

専門職学位課程

 授業期間中 23.7 17.7 13.9 18.3 5.9 38.1 1.4 5.9 13.2 19.1 100.0
 長期休暇中 24.1 16.5 13.6 18.1 6.8 38.5 2.2 5.3 13.4 18.7 100.0

（注）大学院は、ティーチングアシスタント（ＴＡ）及びリサーチアシスタント（ＲＡ）従事者を含まない。

重労働・
危険作業

計

（単位：％）

特殊技能・その他軽労働

大
学
院

区　分 家庭教師 事　務

【参考】平成24年度調査結果

重労働 特殊技能 重労働 特殊技能

危険作業 その他 危険作業 その他

大学昼間部 12.2 3.7 77.7 1.2 5.1 100.0 修士課程 25.3 8.1 52.7 1.1 12.8 100.0

短期大学昼間部 2.1 1.4 91.4 0.6 4.5 100.0 博士課程 23.1 10.2 14.6 1.1 51.0 100.0

（注）　１．軽労働は、販売・接客・調理・清掃・警備・包装・配布など。 専門職学位課程 27.0 16.4 41.8 0.9 14.0 100.0

　　　　２．大学院は、ティーチングアシスタント（ＴＡ）及びリサーチアシスタント（ＲＡ）従事者を含まない。

区　　分 家庭教師 事　務 軽労働 計

大
学
院

（単位：％）

区　　分 家庭教師 事　務 軽労働 計

第 10 図 授業期間中（週１～２日）のアルバイト従事職種別学生数の割合 

（大学昼間部／国・私立／家庭教師、販売、飲食業） 
（％）
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５．奨学金の受給希望及び受給状況 

（１） 学校種別の奨学金受給希望・受給状況 （第 11 図） 

   奨学金の受給希望の状況及び受給者（日本学生支援機構、地方公共団体、民間

団体、学校からの奨学金受給者をいう）の割合について、学校種別（平均）で比

べてみると、奨学金の受給者の割合は、大学院博士課程で 62.7％と最も高く、そ

れ以外の区分ではそれぞれ受給者が約 50％という結果となった。 

  受給希望（注）と受給状況についてみると、申請したが不採用となった割合は、

全体的にみて、1～2％程度、希望するが申請しなかった割合をみると、大学院専

門職学位課程を除き、約 6％～約 8％となった。これらの受給希望者を受給者に含

めると、全体の約 6 割以上が奨学金の受給を希望していることとなる。 

     

（２） 設置者別の奨学金受給希望・受給状況 （第 11 図） 

   奨学金の受給者希望の状況及び受給者の設置者（国・公・私立）別の割合につ

いてみると、約半数以上が奨学金の受給を希望している。 

大学昼間部の奨学金受給希望者（「必要ない」以外の合計）の割合は、公立が最

も高く、受給者は割合が高い順に、公立 56.6％、私立 51.4％、国立 49.4％とな

った。奨学金申請者（「受給者」「申請したが不採用」の合計）に占める受給者の

割合は、国立 97.6％、公立 98.1％、私立 97.7％となった。 

短期大学昼間部の奨学金受給希望者の割合は、私立よりも公立が高く、奨学金

申請者に対する受給者の割合は、公立 99.0％、私立 98.0％となった。 

大学、短期大学について、希望するが申請しなかった学生の割合は、大学昼間

部国立 6.5％、短期大学昼間部（公・私立）5.5％が学校種別・設置者別の最高値

となった。 

大学院修士課程の奨学金受給希望者の割合は、公立が最も高く、受給者は割合

が高い順に、公立 60.0％、国立 55.9％、私立 53.8％となった。奨学金申請者に

占める受給者の割合は、国立 97.6％、公立 97.2％、私立 96.1％となった。 

大学院博士課程の奨学金受給希望者の割合は、国立が最も高く、受給者は割合

が高い順に、国立 66.7％、公立 53.5％、私立 52.5％となった。奨学金申請者に

対する受給者の割合は、国立 96.7％、公立 96.4％、私立 95.6％となった。 

大学院専門職学位課程の奨学金受給希望者の割合は、私立が最も高く、受給者

は割合が高い順に、私立 56.6％、公立 46.7％、国立 45.1％となった。奨学金申

請者に対する受給者の割合は、国立 98.5％、公立 97.7％、私立 97.3％となって

いる。 

奨学金を希望するが申請しなかった割合は、修士課程と博士課程は 10％未満と

なり、専門職学位課程では、国立 11.6％、公立 12.2％、私立 10.5％となった。 

（注）受給希望＝「受給者」＋「申請したが不採用」＋「希望するが申請しなかった」 
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第 11 図 学校種別・設置者別の奨学金受給希望・受給状況 （単位：％）  
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（３） 家庭の所得階層別の奨学金受給希望・受給状況 （第 12 図） 

   大学昼間部について、家庭の所得階層別の奨学金受給希望及び受給状況をみる

と、第 12 図のとおり、家庭の所得が高くなるにつれて奨学金受給者の割合は小さ

くなる傾向を示している。 

   なお、奨学金の受給を「希望するが申請をしなかった」奨学金受給希望者は、

家庭の所得にかかわらず、全所得階層にわたりほぼ一定の割合を占めている。 

 

（４） 奨学金の種類別・設置者別受給状況 （第 13 図） 

  奨学金の種類別受給状況を学校種別・設置者別にみると第 13 図のような結果と

なっており、学校種別・設置者別にみると、全ての学校種別で、その他の奨学金

受給者（両方受給している者を含む）の割合は、私立が最も高くなっている。両

方受給している者の割合は、大学院のほうが多く、専門職学位課程私立では、

26.1％が日本学生支援機構とその他の奨学金を両方受給している。 

設置者別にみると、大学昼間部では、日本学生支援機構の奨学金受給者（両方

を受給している者を含む）の割合は、公立が 92.2％と最も高く、次いで国立 91.9％、

私立 90.9％の順となっている。その他の奨学金受給者の割合は私立が最も高く、

両方受給している者を含めると、私立 20.2％、国立と公立は共に 15.2％となった。 

   短期大学昼間部では、日本学生支援機構の奨学金受給者（両方を受給している

者を含む）の割合は、公立が 93.7％と高く、私立の 86.5％より 7.2 ポイント多

い。その他の奨学金受給者の割合は私立が最も高く、両方受給している者を含め

ると、私立は 25.3％で、公立より 11.7 ポイント多くなっている。 

   大学院修士課程は、私立については、異なる傾向が見られるが、国公立の奨学

金の受給種別の受給割合の傾向は、大学昼間部や短期大学昼間部と同様で、約

90％以上が日本学生支援機構の奨学金受給者（両方を受給している者を含む）と

第 12 図 家庭の所得階層別の奨学金受給希望・受給状況（大学昼間部） 
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なっている。私立も 81.1％が日本学生支援機構の奨学金受給者（両方受給してい

る者を含む）と多く、その他の奨学金受給者（両方受給している者を含む）は

37.2％となっている。 

大学院博士課程では、日本学生支援機構の奨学金受給者（両方受給している者

を含む）の割合は、公立で最も高く 71.5％で、次いで私立が 64.0％、国立が 60.7％

となっている。国立と私立のその他の奨学金受給者の割合は 50％以上となってい

る。その他の奨学金のみ受給する割合も高く、学校種別・設置者別にみても、高

い割合で、国立で 39.3％、公立で 28.4％、私立で 35.9％となっている。 

大学院専門職学位課程では、日本学生支援機構の奨学金受給者（両方を受給し

ている者を含む）の割合は、国立と公立で約 90％と高いが、私立では 69.2％と

なった。私立は、その他の奨学金受給者（両方受給している者を含む）の割合が、

56.8％と高く、両方受給する割合は博士課程よりも高くなっている。また、その

他の奨学金受給者（両方受給している者を含む）の割合は、国公立に比べて、私

立は 2 倍以上多くなっている。 

 

84.8 

84.8 

79.8 

86.4 

74.8 

88.4 

85.1 

62.8 

44.9 

53.8 

43.2 

79.6 

85.5 

43.1 

8.1 

7.8 

9.1 

6.3 

13.6 

6.4 

7.1 

18.9 

39.3 

28.4 

35.9 

10.4 

8.2 

30.7 

7.1 

7.4 

11.1 

7.3 

11.7 

5.2 

7.7 

18.3 

15.8 

17.7 

20.8 

10.0 

6.3 

26.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国 立

公 立

私 立

公 立

私 立

国 立

公 立

私 立

国 立

公 立

私 立

国 立

公 立

私 立

大
学
昼
間
部

修
士
課
程

大
学
院

博
士
課
程

大
学
院

専
門
職
学
位
課
程

大
学
院

昼
間
部

短
期
大
学

日本学生支援機構 その他の奨学金 両方

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

 

第 13 図 奨学金の種類別・設置者別受給状況 
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６． 居住形態別・地域別通学時間 （第 14 図） 

  居住形態別・地域別に平均的な通学時間については、平成 26 年度調査において、

回答方法を記述式から選択式に変更した。前回調査との比較という観点から、大

学昼間部について、前回調査回答を選択式の回答に置換した結果、回答方法の変

更によって、回答傾向に大きな変化は見られなかった。 

全体的にみて、自宅居住の学生の通学時間は 31～60 分が最も多く、学寮居住の

学生は 10 分以内が過半数を占めている。アパート等居住の学生は、大学院博士課

程で 11～20 分が最も多くなったが、その他は、10 分以内が最も多くなっている。 

また、通学時間は、地域別で傾向の違いが見られ、集計表 O-1（大学昼間部）

をみると、「東京圏」や「京阪神」の自宅居住の学生は、61 分以上の割合が全国

平均や「その他」よりも多くなっている。 
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７． 週間平均生活時間 （P 表、第 15 図） 

調査時点の最近 1 週間（※１）における生活時間の平均回答は、Ｐ表のような結

果となった。太字は、各設問（※２）で最も高い回答率を示している。学校種別に

比べると、大きな違いは、「大学の授業（大学内での授業、研究、実習、実験）」

に充てた時間で、大学昼間部（以下、「大学」）と短期大学昼間部（以下、「短期

大学」）の場合は、「大学の授業」について「16～20 時間」と回答した割合が最

も多いが、大学院の「大学内での授業、研究、実習、実験」については、「31

時間以上」と回答した割合が最も多く。大学院修士課程（以下、「修士課程」）

と大学院博士課程（以下、「博士課程」）では、約 50％が「31 時間以上」と回答

している。 

「アルバイト・定職」についてみると、すべての学校種別において、「0 時間」

と回答した割合が最も高くなっているが、1 時間以上の選択肢に回答している

割合の合計をみると、大学 66.9％、短期大学 65.3％、修士課程 50.5％、博士

課程 52.3％、大学院専門職学位課程（以下、「専門職学位課程」）38.1％となっ

ている。 

「娯楽・交友」についてみると、全学校種別において「1～5 時間」または「6

～10 時間」の回答区分の割合が最も多くなっている。また、「16 時間以上」の

回答を合計してみると、専門職学位課程が 11.6％と最も少なく、博士課程

14.1％、短期大学 18.5％、修士課程 20.4％、大学 20.8％となっている。 

※１．平成 26 年 11 月における不特定の一週間 

※２．本設問は、平成 26 年度の調査票において回答方法および設問の一部を変更しているため、平

成 24 年度との比較にあたっては、留意する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％）  P 表  週間平均生活時間（抜粋）  
0時間 １～５ 6～10 11～15 16～20 21～25 26～30

31時間
以上

無回答 計

大学の授業 6.1 14.2 10.5 15.7 22.1 17.9 7.1 5.8 0.6 100

卒業論文・卒業研究 72.5 9.8 4.6 2.7 2.1 1.5 1.2 4.8 0.7 100

アルバイト・定職 32.3 8.8 14.7 17.6 13.9 6.6 2.6 2.7 0.7 100

就職活動 87.6 8.3 1.8 0.7 0.4 0.2 0.1 0.1 0.8 100

娯楽・交友 3.3 28.8 29.5 16.7 8.4 4.1 2.1 6.2 0.8 100

大学の授業 0.3 4.1 12.7 14.3 20.6 19.3 13.8 13.4 1.5 100

アルバイト・定職 34.1 9.1 14.4 17.0 12.9 7.0 2.3 2.6 0.7 100

娯楽・交友 4.4 32.4 27.3 16.4 8.2 3.7 1.9 4.7 1.0 100
大学内での授業、
研究、実習、実験 1.4 6.8 10.3 8.5 7.3 7.2 7.6 50.6 0.3 100
ティーチング
アシスタント（ＴＡ） 64.8 24.0 6.9 1.2 0.6 0.1 0.0 0.1 2.3 100
アルバイト・定職
（ＴＡ・ＲＡを除く） 47.8 11.2 13.5 9.4 6.3 2.7 1.0 6.4 1.9 100

娯楽・交友 4.4 28.1 28.1 16.8 8.5 4.5 2.2 5.2 2.1 100
大学内での授業、
研究、実習、実験 7.7 13.5 9.5 5.6 4.7 5.0 4.8 48.4 0.8 100
ティーチング
アシスタント（ＴＡ） 71.3 16.6 5.3 1.3 0.7 0.2 0.1 0.2 4.2 100
リサーチアシスタント
（ＲＡ） 73.3 7.5 6.0 3.2 2.7 0.8 0.6 1.4 4.6 100
アルバイト・定職
（ＴＡ・ＲＡを除く） 45.3 6.6 8.6 6.6 5.2 3.5 2.3 19.5 2.5 100

娯楽・交友 8.9 33.4 27.4 12.7 6.5 3.0 1.3 3.3 3.5 100
大学内での授業、
研究、実習、実験 1.4 10.0 19.2 22.9 12.3 6.0 3.3 24.6 0.3 100
ティーチング
アシスタント（ＴＡ） 87.5 3.8 1.1 0.2 0.2 0.1 0.0 0.1 7.1 100
アルバイト・定職
（ＴＡ・ＲＡを除く） 56.8 5.6 5.5 3.6 2.6 1.6 1.0 18.2 5.0 100

娯楽・交友 8.0 36.6 26.9 12.2 5.5 2.4 1.2 2.5 4.7 100

大
学
院
修
士
課
程

大
学
院
博
士
課
程

大
学
院

専
門
職
学
位
課
程

大
学
昼
間
部

短
期
大
学

昼
間
部
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また、「0 時間」の割合が多くなった「卒業論文・卒業研究」「就職活動」につ

いて、大学昼間部 3 年次～6 年次の学年別にみると第 15 図のような結果となった。  

4 年次についてみると、60％近い学生が 1 週間に 6 時間以上を「卒業論文・卒

業研究」に充てており、4 年次の約 3 分の 1 は 16 時間以上充てている。平均と比

較すると 3 倍以上多い結果となっている。5 年次についても 3 分の１の学生が卒

業論文・卒業研究に 16 時間以上充てている。 

「就職活動」についても同様にみると、全体としては 0 時間と回答した割合が

約 90％以上になっているものの、学年別では、3 年次の約 27％の学生が、就職活

動のために 1 時間以上の時間を充てた結果となった。なお、5 年次と 6 年次の回

答者は、医・歯系、薬系、農系の一部に在学する学生であるが、6 年次では、卒

業論文・卒業研究、就職活動についての割合が平均より少ない結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※平均：1 年次～6 年次の平均 

８． 大学の学生支援体制への満足度（Q 表）（※1） 

「図書館・自習室などの学習支援施設」は、「利用したことがない」割合が少

ない結果となった。利用者に占める「満足」と「やや満足」の割合の合計をみる

と、大学昼間部（以下、「大学」）で 81.8％、短期大学昼間部（以下、「短期大学」）

で 87.6％、大学院修士課程（以下、「修士課程」）で 79.2％、大学院博士課程（以

下「博士課程」）で 77.4％、大学院専門職学位課程（以下「専門職学位課程」）で

78.5％となった。 

「キャリア・センターなどでの就職・進路への支援」では、「利用したことが

ない」割合は、短期大学で最も少なくなったが、大学と修士課程では、「利用し

たことがない」割合が半数程度で、利用している割合は、それぞれ 53.3％となっ

た。博士課程と専門職学位課程では、約 70％が「利用したことがない」となって

いる。利用者に占める「満足」と「やや満足」の割合は、短期大学で 87.9％と最

も高く、次いで、大学 78.2％、修士課程 71.5％、専門職学位過程 64.3％、博士

課程 62.2％となった。 

「学習・生活面でのカウンセリング」については、利用していると回答した割

合が、短期大学の 53.7％が最高値で、次いで専門職学位課程 45.1％、大学 40.9％、

第 15 図  週間平均生活時間  
（大学昼間部／「卒業論文・卒業研究」「就職活動」）  

（単位：％）  
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修士課程 35.7％、博士課程 29.6％となっている。「満足」と「やや満足」と回答

した割合の合計は、短期大学の 83.6％が最高値で、以下、専門職学位課程 73.4％、

大学 72.9％、修士課程 70.0％、博士課程 64.2％となっている。 

「奨学金等の経済的支援に関する情報提供」については「利用したことがない」

割合は、全学校種別で、約 30％～40％となった。この結果について、「設置者別・

家庭の年間収入別奨学金の希望及び受給状況（※2）」における「必要ない」の状況

を併せてみると、大学の「必要ない」41.7％に対し、「利用したことがない」は

39.7％、短期大学の「必要ない」40.6％に対し、「利用したことがない」は 38.8％、

修士課程の「必要ない」35.8％に対し、「利用したことがない」は 33.6％、博士

課程の「必要ない」27.1％に対し、「利用したことがない」は 35.1％、専門職学

位課程の「必要ない」35.9％に対し、「利用したことがない」は 39.3％となって

いる。利用者における「満足」と「やや満足」と回答した割合の合計は、短期大

学の 84.8％が最高値で、次いで大学 74.4％、専門職学位課程 70.6％、修士課程

69.5％、博士課程 67.1％となった。 

全体的にみると、すべての設問について「満足」と「やや満足」と答えた割合

の合計は短期大学で最も高い結果となった。 

（※1）本項目は、平成 26 年度の調査票において、設問の内容を変更しており、平成 24 年度
と比較する場合には、留意する必要がある。 

（※2）学生生活調査集計表Ⅰ．大学・短期大学Ｋ-1 表及びＫ-3 表、同Ⅱ．大学院のＫ-1～3
表参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％）  Q 表  大学の学生支援体制への満足度  

満足 やや満足 やや不満 不満 計

(100.0)
35.8 43.1 13.4 4.1 96.4 3.5 0.1

(100.0)
40.6 41.0 9.4 2.1 93.1 6.9 0.0

(100.0)
35.8 40.3 15.3 4.7 96.1 4.0 0.0

(100.0)
33.6 35.2 14.8 5.3 88.9 11.0 0.1

(100.0)
42.1 34.2 15.4 5.5 97.2 2.7 0.2

(100.0)
14.4 27.3 8.7 2.9 53.3 46.6 0.1

(100.0)
31.3 32.5 7.1 1.7 72.6 27.3 0.1

(100.0)
12.0 26.1 10.9 4.3 53.3 46.5 0.2

(100.0)
5.3 12.8 6.6 4.4 29.1 70.7 0.2

(100.0)
6.6 13.2 6.8 4.2 30.8 68.9 0.2

(100.0)
9.2 20.6 8.1 3.0 40.9 59.0 0.1

(100.0)
17.1 27.8 7.2 1.6 53.7 46.2 0.1

(100.0)
8.5 16.5 7.7 3.0 35.7 64.2 0.1

(100.0)
6.9 12.1 6.6 4.0 29.6 70.3 0.1

(100.0)
13.5 19.6 7.8 4.2 45.1 54.8 0.2

(100.0)
14.9 29.8 11.9 3.5 60.1 39.7 0.2

(100.0)
21.7 30.0 7.7 1.6 61.0 38.8 0.2

(100.0)
16.6 29.5 15.3 4.9 66.3 33.6 0.1

(100.0)
15.8 27.7 15.0 6.3 64.8 35.1 0.1

(100.0)
18.5 24.2 12.3 5.5 60.5 39.3 0.1

無回答区分
利用したことがある

(81.8)

(87 .6)

利用したこと
がない

(18.2)

(12.4)

図書館・自習室
などの学習支援施設

(20.8)

(22.6)

(21.5)

(78.2) (21.8)

(79.2)

(77.4)

(78.5)

(87 .9) (12.1)

(71.5) (28.5)

(62.2) (37.8)

(26.6)

(64.3) (35.7)

(72.9) (27.1)

(83 .6) (16.4)

(70.0) (30.0)

(64.2) (35.8)

(73.4)

キャリア・センター
などでの就職・進路
への支援

学習・生活面での
カウンセリング

奨学金等の
経済的支援に関する
情報提供

大学昼間部

短期大学
昼間部

大学院
修士課程

大学院
修士課程
大学院
博士課程
大学院専門職
学位課程

大学昼間部

短期大学
昼間部

大学院専門職
学位課程

大学院
博士課程
大学院専門職
学位課程

大学昼間部

短期大学
昼間部

(67.1) (32.9)

(70.6) (29.4)

(74.4) (25.6)

(84 .8) (15.2)

(69.5) (30.5)大学院
修士課程
大学院
博士課程

大学院
修士課程
大学院
博士課程
大学院専門職
学位課程

大学昼間部

短期大学
昼間部
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９． 学生の不安・悩み（R 表）（※） 

 「授業の内容についていっていない」について不安や悩みが「大いにある」と

「少しある」（以下、「不安や悩みがある」）と回答した割合の合計が最も高くな

ったのは、大学昼間部（以下、「大学」）で、35.2％となった。これに対し、大学

院博士課程（以下、「博士課程」）はその半数以下の 14.0％と少なく、「全くない」

と答えた割合が 56.1％となっている。 

「卒業後にやりたいことがみつからない」については、不安や悩みがある回答

で最も高い割合となったのは大学の 40.8％で、「全くない」の割合は 29.4％と最

も低い割合となっている。この設問について「全くない」の回答が最も高い割合

となったのは大学院専門職学位課程（以下、「専門職学位課程」）で、61.0％とな

っている。 

「希望の就職先や進学先に行けるか不安だ」についても、不安や悩みがある回

答の割合は、大学で最も高く 69.9％となった。次いで、短期大学で 60.0％、博

士課程と専門職学位課程で 51.1％、大学院修士課程（以下、「修士課程」）で 49.6％

となっている。この設問に関連して、「Ｑ表 大学の学生支援体制への満足度」の

項目『キャリア・センターなどでの就職・進路指導への支援』をみると、博士課

程と専門職学位課程において、「利用したことがない」と回答した割合が約７割

と高くなっている。 

「経済的に勉強を続けることが難しい」については、不安や悩みがある回答の

割合は、専門職学位課程で 31.5％と最も高く、次いで、博士課程 31.3％、修士

課程 22.1％、大学 17.3％と続き、短期大学の 15.0％が最も低くなった。この設

問に関連して、「Ｑ表 大学の学生支援体制への満足度」の項目『奨学金等の経済

支援に関する情報提供』をみると、大学院の「やや不満」と「不満」と回答した

割合の合計は、大学と短期大学より高くなっている。 

「学内の友人関係の悩みがある」については、不安や悩みが「あまりない」と

「全くない」と回答した割合の合計は、博士課程で 89.4％と最も高くなったが、

その他の学校種別においても「あまりない」と「全くない」と回答した割合の合

計は 80％以上となっている。 

※本項目は、平成 26 年度の調査票において、設問内容を変更しており、平成 24 年度と比較
する場合には、留意する必要がある。 
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（単位：％）  R 表  学生の不安・悩み  

大いに
ある

少し
ある

あまり
ない

全く
ない

無回答 計

4.6 30.6 39.8 24.9 0.1 100.0 

3.6 29.6 44.9 21.8 0.1 100.0 

2.7 18.3 36.8 42.1 0.1 100.0 

2.4 11.6 29.8 56.1 0.2 100.0 

5.4 26.1 39.8 28.6 0.1 100.0 

12.6 28.2 29.7 29.4 0.1 100.0 

7.8 20.8 29.3 42.0 0.1 100.0 

6.1 19.9 28.5 45.4 0.2 100.0 

4.5 12.8 25.7 56.8 0.2 100.0 

2.7 10.1 26.0 61.0 0.2 100.0 

33.7 36.2 14.6 15.4 0.1 100.0 

24.7 35.3 18.5 21.3 0.1 100.0 

24.0 25.6 15.4 34.8 0.2 100.0 

28.1 23.0 15.1 33.6 0.2 100.0 

27.4 23.7 14.3 34.4 0.2 100.0 

2.6 14.7 39.7 42.8 0.1 100.0 

2.7 12.3 40.0 44.9 0.2 100.0 

5.0 17.1 31.5 46.4 0.0 100.0 

8.5 22.8 28.7 39.8 0.1 100.0 

8.5 23.0 29.2 39.1 0.2 100.0 

3.5 14.4 36.2 45.8 0.1 100.0 

2.8 14.1 35.2 47.9 0.1 100.0 

2.5 9.6 29.7 58.1 0.0 100.0 

2.6 7.9 26.8 62.6 0.1 100.0 

2.7 11.3 30.3 55.5 0.2 100.0 

大学院博士課程

大学院専門職学位課程

大学院修士課程

大学院博士課程

大学院専門職学位課程

大学昼間部

短期大学昼間部

短期大学昼間部

大学院修士課程

大学昼間部

大学院専門職学位課程

大学昼間部

短期大学昼間部

大学院修士課程

大学院博士課程

大学院専門職学位課程

区分

大学昼間部

短期大学昼間部

大学院修士課程

大学院博士課程

大学昼間部

短期大学昼間部

大学院修士課程

大学院博士課程

大学院専門職学位課程

学内の友人関係の悩
みがある

経済的に勉強を続け
ることが難しい

希望の就職先や進学
先へ行けるか不安だ

卒業後にやりたいこ
とがみつからない

授業の内容について
いっていない
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国
　

立
7
1
1
,2

0
0

円
(△

2
.9

%
) 

3
8
8
,1

0
0

円
(△

1
0
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%
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1
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9
9
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0
0

円
(△

5
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%
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6
2
3
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0
0

円
(△

3
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%
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1
,0

9
0
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0
0

円
(△

4
.9

%
) 

1
,7

1
4
,6

0
0

円
(△

4
.5

%
) 

6
4
7
,7

0
0

円
(△

3
.9

%
) 

8
5
1
,7

0
0

円
(△

4
.3

%
) 

1
,4

9
9
,4

0
0

円
(△

4
.1

%
) 

公
　

立
7
2
4
,6

0
0

(△
1
.3

%
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3
7
4
,2

0
0

(△
1
1
.1

%
) 

1
,0

9
8
,8

0
0

(△
4
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%
) 

6
2
6
,7

0
0

(△
2
.6

%
) 

1
,0

2
2
,7

0
0

(△
4
.6

%
) 

1
,6

4
9
,4

0
0

(△
3
.9

%
) 

6
6
6
,3

0
0

(△
2
.3

%
) 

7
5
6
,6

0
0

(△
4
.2

%
) 

1
,4

2
2
,9

0
0

(△
3
.3

%
) 

私
　

立
1
,3

6
9
,4

0
0

(3
.1

%
) 

4
0
0
,2

0
0

(△
7
.9

%
) 

1
,7

6
9
,6

0
0

(0
.4

%
) 

1
,3

7
4
,5

0
0

(2
.8

%
) 

1
,0

1
6
,0

0
0

(△
5
.4

%
) 

2
,3

9
0
,5

0
0

(△
0
.9

%
) 

1
,3

6
1
,6

0
0

(3
.2

%
) 

6
1
6
,6

0
0

(△
6
.2

%
) 

1
,9

7
8
,2

0
0

(0
.1

%
) 

平
　

均
1
,2

7
9
,1

0
0

(2
.7

%
) 

3
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